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第１・２学年国語科学習指導案

日 時 平成２１年 ９月３０日（水）５校時

場 所 １・２年教室

児 童 １年 男子１名 女子０名 計１名

２年 男子２名 女子１名 計３名

授業者 藤村 ゆかり

第１学年 第２学年

１ 単元名 くらべてよもう １ 単元名 だいじなところに気をつけてよもう

教材名 「じどう車くらべ」 教材名 「サンゴの海のいきものたち」

２ 単元について ２ 単元について

（１）教材観 （１）教材観

第１学年及び第２学年における「読むこと」の 第１学年及び第２学年における「読むこと」の

目標は、「 書かれている事柄の順序や場面の様子 目標は、「 書かれている事柄の順序や場面の様子

などに気付いたり、想像を広げたりしながら読む などに気付いたり、想像を広げたりしながら読む

能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書し 能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書し

ようとする態度を育てる。」である。 ようとする態度を育てる。」である。

また、説明的な文章の解釈に関する指導事項と また、説明的な文章の解釈に関する指導事項と

して「時間的な順序や事柄の順序などを考えなが して「時間的な順序や事柄の順序などを考えなが

ら内容の大体を読むこと。」が示されている。 ら内容の大体を読むこと。」が示されている。

本教材は４つのまとまりから構成されており、 本教材は１話題提示、具体例①、②、まとめと

自動車の機能「しごと」と構造「つくり」を関係 いう４つのまとまりから構成されており、海の中

づけて考えるように書かれている。「そのために」 の共生について書かれている。話題提示の「たが

という条件や理由を表す言葉を用いて表現されて いに、やくに立つようにかかわり合って」の言葉

おり、機能と構造の関連を明確にさせることで確 に着目しながら、何と何がどのように共生してい

かな読みの力を、育成することができる教材であ るのかを丁寧に読み進めることで確かな読みの力

る。さらに児童の身近にある自動車を取り上げ、 を育成するために適した教材である。児童は共生

主体的な理解を促す教材でもある。 の仕組みの不思議さに興味をもって読み進めると

思われる教材でもある。

（２）児童観 (２) 児童観

児童は国語に対する学習意欲が高く、五十音を 児童は国語に対する学習意欲が高く、音読や漢

正しく読み、書くことができる。自分で内容の大 字学習に意欲的である。

体をつかめるようになってきている。 「たんぽぽのちえ」では時間的な順序に気を付

初めての説明文「いろいろなくちばし」では説 けて説明文を読むことを学んだ。学び合いでは、

明文の基本的なパターンである「問い」と「答え」 自分の考えを進んで発表できるようになってきて

という文型から、説明されている事柄を正確に読 いる。言葉を探し、大事なところに気を付けて読

み取ることができた。内容したことをもとに教科 むことを指導中である。

書の大事な言葉にサイドラインを引き、ワークシ 児童Ｓ・Ａは学び合いの仕方が身に付いており

ートに抜き書きをすることを指導中である。音読 意欲的に学び合いを進めることができる。Ｓ・Ｒ

では毎日、取り組み、すらすらと読めるようにな は漢字や音読の力は付いているが、読み取りや書

ってきている。発音がはっきりせず不明瞭なため、 く作業に時間がかかる。Ｎ・Ｈは意欲が高いが自

口の開け方や姿勢など指導中である。 信がないため、声がけが必要である。少しずつ言

葉に着目できるようになってきている。
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（３）指導観 （３）指導観

指導にあたって「つかむ」段階では、音読を大 指導にあたって「つかむ」段階では、音読や漢

切にし、大まかな内容をとらえさせる。また知っ 字練習を十分に行い概要をとらえさせる。海のイ

ている車について発表させ本教材への関心を高め メージを広げ、生き物カードを作る計画を立て、

たい。 関心を高めたい。

「ふかめる」段階ではワークシートを活用し、 「ふかめる」段階では接続語や理由づけを示す

それぞれの自動車の「しごと」と「つくり」を読 言葉に着目し、海の生き物たちの特徴と関わり合

み取らせたい。それぞれのよいところはどこかを いを読み取らせたい。そのために、それぞれの体

考えながら仕事に合わせた作りに着目させたい。 の特徴などを読み取り、「たがいに、やくに立つよ

また、「そのために」という言葉に着目させ、仕 うにかかわり合ってくらしている」という言葉を

事と作りをつなぐ役割を果たしていることを理解 意識しながら読み進めたい。サイドラインを引く

させたい。一人学びでは、サイドラインを引く活 活動では、言葉に着目して引くようにさせたい。「ま

動や抜き書き視写を位置づけたい。「まとめる」 とめる」段階では読み取ってきたものを順序よく

段階では学習したことをもとに絵本や図鑑から好 並べて、海の生き物たちの特徴と関わり合いをま

きな自動車を選び、「つくり」と「しごと」を読 とめさせたい。

み取らせたい。 「ひろげる」段階では、学習したことをもとに

「ひろげる」段階では「まとめる」で読み取っ 本や図鑑から特徴や共生についての関わり合いに

たことをもとに、「つくり」と「しごと」を説明 ついて書かせるとともに、発表し合うことで理解

する文を書き、自動車図鑑を作り２年生へ発表さ を広げ、さらに海の生き物に関する読書意欲を高

せたい。 めさせたい。

３ 単元の目標 ３ 単元の目標

【国語への関心・意欲・態度】 【国語への関心・意欲・態度】

・自動車の仕事と作りの関係に興味をもって読ん ・海の生き物たちがどのようにかかわり合ってい

だり、他の自動車を説明する文章を書いたりし るのかを読み取り、共生の仕組みの不思議に興

ようとする。 味をもとうとする。

【書く能力】 【書く能力】

・教材文を参考にして、簡単な組み立てを考え好 ・自分の選んだ生き物について特徴や関わり合い

きな自動車の仕事と作りを説明する文を書く など書くことを決め、題材に必要な事柄を集め

ことができる。 （１）イ ることができる。 （１）ア

【読む能力】 【読む能力】

・三種類の自動車について、仕事と作りの関係を ・「サンゴの海の生きものたち」が互いに役立っ

考えながら内容の大体を読むことができる。 ていることを、事柄の順序を考えながら読み取

(１) イ ることができる。 （１）イ

・文章の中の大事な言葉や文を書き抜くことがで

きる。 （１）エ

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

・言葉には、意味による語句のまとまりがあるこ ・片仮名を読んだり書いたりして、片仮名で書く

とに気付くことができる。 （１）イ（ウ） 語を文や文章の中で使うことができる。

・片仮名を読み、書くことができる。 （１）ウ（ア）

（１）ウ（ア）
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５ 単元の学習計画〈１年生〉（１０時間）

具体の評価規準（方法） 学 習 活 動 目 標 時 段

階

・並行読書を始める。 ０

・音読練習をする。

・全文視写をする。

・漢字、片仮名練習をする。 つ

・意欲的に「じどう車ずかん」 ・知っている車について発表する。 ・本文を読み、挿絵や １ か

作ろうとしている。 ・読みの視点を理解し、「じどう車 経 験をもとに話し む

【関】（発言） ずかん」を作ることに意欲をも 合い、「じどう車」

・片仮名で書く語を読んだり、 つ。 ずかんを作る計画を

書いたりしている。 ・教師と一緒に読む。 立てることができ

【伝】（発言・ノート） ・新出漢字、片仮名の学習をする。 る。

・並行読書をする。 ０

・内容のだいたいをつかんで ・大体の内容をとらえる。 ・大切な言葉や挿絵を ２

いる。 【読】（発言） ・①～③から学習計画を立てる。 手がかりにして３種

・バスと乗用車の仕事とつく ・④⑤段落を読み、バスと乗用車 類の自動車の「しご ３ ふ

りを読み取っている。 の仕事とつくりを読み取り、自 と」と「つくり」を か

【読】（発言・ワークシート） 動車カードを作る。 読み取り自動車カー め

・トラックの仕事とつくりを ・⑥⑦段落を読み、トラックの仕 ドを作ることができ ４ る

読み取っている。 事とつくりを 読み取り、自動 る。

【読】（発言・ワークシート） 車カードを作る。

・クレーン車の仕事とつくり ・⑧⑨段落を読み、クレーン車の ５

を読み取っている。 仕事とつくりを読み取り、自動 本

【読】（発言・ワークシート 車カードを作る。 時

・はしご車の仕事とつくりを ・はしご車の仕事とつくりを説明 ・はしご車の説明に必 ６ ま

挿絵や図鑑から読み取って する文を書くために、必要な情 要な情報を見つける と

いる。 報を教科書の挿絵や図鑑から読 ことができる。 め

【書】（ワークシート） み取る。 る

・仕事とつくりを説明する文 ・はしご車の仕事とつくりを説明 ７

を書いている。 する文を書く。

【書】（ワークシート）

・絵本や図鑑から仕事とつく ・絵本や図鑑を読んで、好きな自 ・自動車の絵本や図鑑 ８

りを読み取っている。 動車の仕事とつくりを読み取る。 を読んで、好きな自

【伝】（ワークシート） 動車を選び、「しご

・「しごと」や「つくり」を説 ・自分で「じどう車ずかん」を作 と」や「つくり」を ９ ひ

明する文を書き、「じどう車 る。 説明する文を書き ろ

ずかん」を作っている。 「じどう車ずかん」 げ

【書】（ワークシート） を作ることができ る

る。

・よいところを見付けて感想 ・できあがった図鑑を読み合い、 ・書いたものを読み合 10
を伝えている。 感想を伝える。 い感想を伝え合う

【書】（発言） ことができる。

・自動車に関する本を選んで ・学習したことを活用し、自動車 ・学習したことを活用

読んでいる。 に関する本を選んで読む。 し進んで本を読むこ ０

【関】（観察） とができる。
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５ 単元の学習計画〈２年生〉（１０時間）

段 時 目 標 学 習 活 動 具体の評価規準（方法）

階

０ ・並行読書を始める。

・音読、漢字練習をする。

・全文視写をする。

・海の生きものに興味を ・写真を見ながら、海のイメージ ・海の生きものについて知っ

つ １ もって読むことがで を広げ、知っていることや思っ ていることや思ったことを

か きる。 たことを話す。 発表している。

む ・全文音読をして、初めて知った ・本文を読み、感想を書いて

ことや疑問に思うことなど感想 いる。

をもつ。 【関】（ 発言、ノート）

・新出漢字を学習する。

２ ・内容の大体をつかみ、 ・段落のまとまりを４つに分け、 ・内容の大体をつかみ、「生き

学習のめあてをもつこ 内容の大体をつかむ。 ものカード」を作ることに

とができる。 ・①②段落から学習計画を立て 意欲をもっている。

る。 【読】（発言）

０ ・並行読書をする。

・漢字練習をする。

３ ・大切な言葉を手がかり ・③～⑥段落を読みイソギンチャ ・イソギンチャクとクマノミ

ふ ４ にしながら海の生きた クとクマノミの特徴と関わり合 の特徴と関わり合いを読み

か ちの特徴と関わり合い いを読み取る。 取っている。

め を読み取ることができ 【読】（発言、ワークシート）

る ５ る。 ・⑦～⑨段落を読みホンソメワケ ・ホンソメワケべラと大きな

本 べラと大きな魚たちの特徴と関 魚たちの特徴と関わり合い

時 わり合いを読み取る。 を読み取っている。

【読】（発言、ワークシート）

ま ６ ・それぞれの特徴と関わ ・⑩段落を読み海の生きものたち ・それぞれの生きものたちの

と り合いについてまとめ について振り返り、それぞれの 特徴と関わり合いをまとめ

め ることができる。 特徴と関わり合いについてまと ている。

る める。 【読】【書】（ワークシート）

７ ・本を読み、必要な情報 ・海の生きもの本を探して読み、 ・自分で選んだ生き物につい

８ を集めることができ 自分の選んだ生き物について特 て情報を集めている。

る。 徴や関わり合いなど必要な情報 【関】 （観察）

を集める。

ひ ９ ・集めた情報をもとに ・集めた情報をもとに文と絵にま ・伝えたいことを分かりやす

ろ 「海カード」を作ること とめカードに書く。 くまとめて書いている。

げ ができる。 【書】（ワークシート）

る

10 ・発表し合い、互いの良 ・発表し合い、間違いを直したり、 ・発表を聞き、友達の良さを

さを見つけることがで 友達の良さを見つけたりする。 見つけている。

きる。 【関】（発言）

０ ・学習したことを活用 ・漢字練習をする。 ・海や生き物の共生に関する

し、進んで本を読むこ ・学習したことを活用し、海や生 本を進んで読んでいる。

とができる。 き物の共生に関する本を選んで 【関】（観察）

読む。
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４ 単元の評価規準 ４ 単元の評価規準

【国語への関心・意欲・態度】 【国語への関心・意欲・態度】

・自動車について書かれた読み物や図鑑などを進 ・海の生き物たちの関わり合いについて書かれ

んで読もうとしている。 た読み物や図鑑を進んで読もうとしている。

【書く能力】 【書く能力】

・簡単な組み立てを考えて文章を書いている。 ・書きたい事柄を決め、題材に必要な事柄を集め

（１）イ ている。 （１）ア

【読む能力】

・仕事と作りの関係を考えて、文章の内容の大体 【読む能力】

を読み取っている。 （１）イ ・事柄の順序を考えながら読み取っている。

・文章の中の大事な言葉や文をとらえている。 （１）イ

（１）エ

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

・語句のまとまりがあることに気が付いている。 ・片仮名を正しく読んだり書いたりして、文章の

（１）イ（ウ） 中で使っている。 （１）ウ（ア）

・片仮名を正しく読んだり、書いたりしている。

（１）ウ（ア）
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６ 本時の展開（１年）（５／１０） ６ 本時の展開（２年）（５／１０）
（１）目標 （１）目標
○クレーン車の「しごと」と「つくり」を読み取ることができる。【読】 ○ホンソメワケべラの特徴と大きな魚たちとの関わり合いについて読み

取ることができる。 【読】

（２）研究との関わり （２）研究との関わり
・視点１ 「しごと」と「つくり」を表す大事な言葉や文にサイドライ ・視点１ ホンソメワケべラの特徴や関わり合いを表す言葉をワークシー

ンをを引く。 トに書き抜く。
・視点２ 一人学びの手引きをもとに一人学びを進める。 ・視点２ 国語リーダーを中心に読み取ったことを交流し、自分たちで

必要な言葉や文にまとめる。
（３）展開 （３）展開

指導上の留意点(・)と具体の評価規準◎ 学習活動 展開 学習活動 指導上の留意点(・)と具体の評価規準◎

・トラックの「しごと」と「つくり」１ 前時までの学習を想起する。 つ つ １ 前時までの学習を想起する。 ・イソギンチャクとクマノミの関わ
を確認させる。 か か り合いを確認させる。（③～⑥）

２ 学習課題を確認する。 む む ２ 学習課題を確認する。
五 五

・単元の計画で設定した課題を確認 クレーン車のしごととつく 分 分 ホンソメワケべラと大きな ・単元の計画で設定した課題を確認
させる。 りをよみとろう。 魚たちのかかわり合いを読み させる。

とろう。
・本時の学習課題をワークシー ・本時の学習課題をワークシー
トに書く。 トに書く。 ・「ホンソメワケべラ」と「大きな

・「しごと」と「つくり」という言 ・学習内容を音読する。（⑧⑨） ・学習内容を音読する。（⑦～⑨） 魚たち」という言葉に注意しなが
葉に注意しながら音読させる。 ら音読させる。

３ 課題を解決する。 ふ ふ ３ 課題を解決する。
（１）一人学びをする。 か か （１）一人学びをする。

・教師と一緒に手順を確認しながら ・一人学びの手順を確認する。 め め ・一人学びの手順を確認する。 ・一人学びの手引きで確認させる。
読み取る。 【視点１】 ・「しごと」の文を見つける。 る る ・ホンソメワケべラの特徴を表す 【視点１】

①サイドラインを引く。 三 三 言葉を見つける。
②短冊に書く。 五 五 ①サイドラインを引く。
③黒板に貼る。 分 分 ②ワークシートに抜き書きをす ・見つけられなかった場合は主語に

・自分で学習を進める。 ・「つくり」の文を見つける。 る。 着目させる。
【視点１】【視点２】 ①サイドラインを引く。

・見つけられなかった場合は「つく ②短冊に書く。
る」「ついて」に着目させる。 ③黒板に貼る。

・挿絵と「じょうぶなうで」や「し （２）読み深める
っかりしたあし」の言葉を照らし ・自分の考えを発表する。
合わせる。 ・挿絵を見て「しごと」と「つく

・動作化しながら「つりあげる」「か り」を確認する。 （２）学び合いをする。 ・国語リーダーが中心となって、
たむく」を確かめる。 ・「つりあげる」の意味を確認す ・ホンソメワケべラの特徴を確か 話し合う。 【視点２】

る。 める。 ・グループの考えをまとめさせる。
・グループでまとめたことを黒板 ・挿絵（写真）を活用し、ホンソメ
に書く。 ワケべラの特徴を確かめさせる。

（３）読み深める
４ 本時のまとめをする。 ・どうしてホンソメワケべラが食 ・「でも、」をおさえる。
（１）読み取ったことをワークシー べられないのかを考える。

トに書く。 ・どうしてそうじをするのかを考 ・「そうじ」の意味を考えさせる。
える。 ・ホンソメワケべラと大きな魚が互

◎クレーン車の「しごと」と しごと いに役に立つように関わり合って
「つくり」を読み取ることが クレーン車は、おもいもの いることをとらえさせる。
できたか。 をつりあげるしごとをしてい ４ 本時のまとめをする。 ・７～９段落で読み取ったことをも

【読イ】 ます。 ・ホンソメワケべラと大きな魚た とにワークシートにまとめさせ
（ワークシート・発言） つくり① ちとの関わり合いをまとめる。 る。

・ワークシートのまとめが終わった じょうぶなうでが、のびた
ら感想を書く。 りうごいたりするように、つ （例） ◎ホンソメワケべラと大き

くってあります。 大きな魚たちは体や口に な魚たちの関わり合いを
つくり② ついた虫をホンソメワべラ 読み取ることができたか。
車体が、かたむかないよう にそうじをしてもらってい 【読イ】

に、しっかりしたあしがつい る。 （ワークシート・発言)
ています。 ホンソメワケべラは大き

な魚たちにえさをもらって
いる。

（２）クレーン車の自動車カードを
作る。

・本時で学習した「しごと」や「つ ５ まとめの音読をする。 ５ まとめの音読をする。 ・本時で学習した特徴や関わり合い
くり」を確かめながら音読させる。 を確かめさせながら音読させる。

・２年生へ今日の学習から分かった ６ ２年生と本時の学習内容を交 ま ま ６ １年生と本時の学習内容を交 ・１年生へ今日の学習から分かった
ことを発表させる。 流する。 と と 流する。 ことを発表させる。

め め
る る

７ 次時の内容の確認をする 五 五 ７ 次時の内容の確認をする。
分 分
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